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この冊子は１部当たり約 24 円で作成しています。（人件費など間接経費は含まれていません）
また、企業広告による掲載料は、広報伊万里の作成費の貴重な財源となっています。

広 報

No.679  　Contents　　  目 次 今 月 の トォフ

　『伊万里牛喰うておらぼう in 大平山』
が９月 18 日、大平山でありました。
伊万里牛のバーベキューで満腹になっ
た参加者たちはステージ上で思いの丈
を絶叫。「もっと食べたかったぁ！」な
どのユニークな言葉も飛び出すなど、
会場は大いに盛り上がりました。【10
ページに関連記事を掲載しています】
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輝く伊万里を創る『３つの元気』

人が元気！

産業が元気！

地域が元気！
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表
１
は
、
歳
入
の
状
況
を
示

し
て
い
ま
す
。
歳
入
の
総
額
は
、

２
３
３
億
２
８
０
６
万
円
で
、
平

成
20
年
度
に
比
べ
て
13
・
５
㌫
増

加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
市
税
な
ど
市
が
独
自

に
確
保
で
き
る
『
自
主
財
源
』
と
、

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助

金
、
交
付
金
な
ど
の
『
依
存
財
源
』

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
総
額
は
、
90
億
４

１
６
６
万
円
で
全
体
の
38
・
８

市税
68億7,177万円
（29.5％）

市税
68億7,177万円
（29.5％）

その他
21億6,989万円
（9.3％）

その他
21億6,989万円
（9.3％）

国庫支出金
44億2,564万円
（19％）

国庫支出金
44億2,564万円
（19％）

県支出金
17億8,563万円

（7.7％）

県支出金
17億8,563万円

（7.7％）

市債
22億2,840万円
（9.5％）

市債
22億2,840万円
（9.5％）

地方交付税等
58億4,673万円
（25％）

地方交付税等
58億4,673万円
（25％）

 90億4,166万円
（38.8％）

自主財源：142億8,640万円
（61.2％）

依存財源：

人件費
49億1,661万円
（21.4％）

人件費
49億1,661万円
（21.4％）

消費的

普通建設事業費
28億4,786万円
（12.3％）

普通建設事業費
28億4,786万円
（12.3％）

災害復旧事業費
2億3,174万円
（1％）

維持補修費
1億3,984万円
（0.6％）

補助費等
23億3,011万円
（10.1％）

補助費等
23億3,011万円
（10.1％）

その他の経費
34億2,880万円
（15％）

その他の経費
34億2,880万円
（15％）

公債費
25億936万円
（10.9％）

公債費
25億936万円
（10.9％）

 30億7,960万円
（13.3％）

投資的経費：

 48億7,682万円
（21.2％）

消費的経費：

：116億2,001万円
（50.5％）

義務的経費

扶助費
41億9,404万円
（18.2％）

扶助費
41億9,404万円
（18.2％）

物件費
24億687万円
（10.5％）

物件費
24億687万円
（10.5％）

自主財源

依存財源
義務的
経費

投資的
経費
投資的
経費

消費的
経費

表１　一般会計歳入の状況
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歳
入
の
状
況
は

　
平
成
21
年
度
の
伊
万
里
市
の
決
算
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
税
金
な
ど
を
も
と
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事

業
を
行
う
一
般
会
計
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
な
ど
を
も
と
に

事
業
を
行
う
特
別
会
計
、
ま
た
、
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採

算
で
事
業
を
行
う
企
業
会
計
や
市
有
財
産
の
決
算
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
21
年
度

230億523万円の使い道

決
算
報
告

財政課財政係（　 ☎㉓２１１２）問合先

 一般会計は
２億6,928 万円の黒字

　皆さんの税金をはじめ、国、県からの補助

金や交付金などを財源として、福祉、教育、

土木、農林水産など、皆さんにいちばん身近

な事業を行っているのが『一般会計』です。

　歳入総額 233 億 2,806 万円に対し、歳

出総額は 230 億 523 万円です。その差は

３億 2,283 万円で、翌年度へ繰り越すべき

財源 5,355 万円を差し引くと、２億 6,928

万円の黒字決算となりました。

　一般会計は、平成 20 年度決算に比
べ、国の景気対策による定額給付金
などにより、歳入・歳出ともに大き
く増加しました。【表１・２】
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歳
出
を
目
的
別
に
見
た
の
が
表

３
で
す
。

　
最
も
多
く
の
経
費
を
要
し
た
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『
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生
費
』
の
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８
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す
。
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２
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。
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て
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す
。

　
消
費
的
経
費
は
48
億
７
６
８
２
万

円
で
、
全
体
の
21
・
２
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て
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す
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６
８
７
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平
成
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５
㌫

の
増
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と
な
っ
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。
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別
会
計

な
ど
へ
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繰
出
金
な
ど
で
す
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34
億
２
８
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０
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・
０
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成
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に
比
べ
て
３
・
５
㌫
の
減
少
と
な

っ
て
い
ま
す
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目
的
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は

や
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通
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な
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総
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約
39
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を
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し
ま
し
た
。
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の
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、
学
校
教
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２
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。
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億
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表３　目的別歳出の状況

民 生 費

総 務 費

教 育 費

公 債 費

土 木 費

衛 生 費

農林水産業費

消 防 費

諸 支 出 金

商 工 費

災害復旧費

議 会 費

労 働 費

（億円）0   10   20   30   40   50   60

※（　）内の数値は対前年比

61億6,457万円

38億8,372万円

25億 8,361万円

25億　949万円

24億3,762万円

18億5,078万円

9億9,065万円

7億6,942万円

5億8,358万円

5億　 667万円

               2億6,698万円

2億4,440万円

2億1,374万円

（　　　　　 ）

（　　　　　 ）

（　　　　　 ）

（　　　　　 ）

（　　　　　 ）

（　　　　　 ）

（　　　　　 ）

（　　　　　 ）

（　　　　　 ）

（　　　　　 ）

（　　　　　 ）

（　　　　　 ）

（　　　　　 ） 

＋2.3％

＋24.3％

＋53.2％

−2.7％

＋14.3％

＋5.9％

＋21.1％

−1.4％

＋2.4％

＋17.1％

＋465.9％

−3.5％

＋200.9％

表２　一般会計歳出の状況

市税
68億7,177万円
（29.5％）

市税
68億7,177万円
（29.5％）

その他
21億6,989万円
（9.3％）

その他
21億6,989万円
（9.3％）

国庫支出金
44億2,564万円
（19％）

国庫支出金
44億2,564万円
（19％）

県支出金
17億8,563万円

（7.7％）

県支出金
17億8,563万円

（7.7％）

市債
22億2,840万円
（9.5％）

市債
22億2,840万円
（9.5％）

地方交付税等
58億4,673万円
（25％）

地方交付税等
58億4,673万円
（25％）

 90億4,166万円
（38.8％）

自主財源：142億8,640万円
（61.2％）

依存財源：

人件費
49億1,661万円
（21.4％）

人件費
49億1,661万円
（21.4％）

消費的

普通建設事業費
28億4,786万円
（12.3％）

普通建設事業費
28億4,786万円
（12.3％）

災害復旧事業費
2億3,174万円
（1％）

維持補修費
1億3,984万円
（0.6％）

補助費等
23億3,011万円
（10.1％）

補助費等
23億3,011万円
（10.1％）

その他の経費
34億2,880万円
（15％）

その他の経費
34億2,880万円
（15％）

公債費
25億936万円
（10.9％）

公債費
25億936万円
（10.9％）

 30億7,960万円
（13.3％）

投資的経費：

 48億7,682万円
（21.2％）

消費的経費：

：116億2,001万円
（50.5％）

義務的経費

扶助費
41億9,404万円
（18.2％）

扶助費
41億9,404万円
（18.2％）

物件費
24億687万円
（10.5％）

物件費
24億687万円
（10.5％）

自主財源

依存財源
義務的
経費

投資的
経費
投資的
経費

消費的
経費

平成 21 年度決算報告

お知らせします！市のお金
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区　　分 平成21 年度末残高

一般会計 209 億5,494 万円
公共下水道事業 144 億2,981 万円
農業集落排水事業 13 億5,807 万円
病院事業 2 億3,990 万円
水道事業 50 億3,770 万円
工業用水道事業 157 億1,486 万円

合　　　計 577 億3,528 万円

市　債　残　高

区　　　分 平成21 年度末残高

１ 財政調整基金 5 億2,896 万円
２ 減債基金 6 億4,364 万円
３ 公共施設整備基金 1 億1,816 万円
４ 市有林野保全基金 1,683 万円
５ 城Ⅱ灌漑揚水維持管理基金 9,452 万円
６ 国民健康保険基金 2 万円
７ 介護保険基金 2 億　 834 万円
８ 介護従事者処遇改善臨時特例基金 2,328 万円
９ アマチュア陶芸展振興基金 60 万円
10 緑化推進・環境保全基金 82 万円
11 教育振興奨励基金 835 万円
12 文化振興基金 1,284 万円
13 まちづくり基金 2 億 8,595 万円
14 青少年育成基金 1,910万円
15 保健事業推進基金 180 万円
16 ふるさと創生人材育成基金 1 億　 250 万円
17 福祉基金 4 億7,042 万円
18 国際交流基金 576 万円
19 子育て応援基金 157 万円
20 ふるさと応援基金 192 万円

合　　　　計 25 億4,538 万円

基　金　残　高

　市民一人あたりの借入金（市債）
残高は 99 万 4,270 円で、市民
一人あたりの預金（基金）残高は
4 万 3,834 円となっています。
　『基金残高』の表の中で、青字
で書かれている基金は、皆さんの
善意を受けながら基金の充実を図
っています。

会 計 区 分 歳　　入 歳　　出 差　　引

国民健康保険 61億7,747 万円 67億1,134 万円 △ 5 億3,387 万円
介護保険 51億　 417 万円 49億7,976 万円 1 億 2,441 万円
立花台地開発事業 8,028 万円 2 億8,780 万円 △ 2億　 752 万円
公共下水道事業 23億9,560 万円 23億9,457 万円 103 万円
農業集落排水事業 １億2,469 万円 １億5,860 万円 △ 3,391 万円
市営駐車場 1,409 万円 1,144 万円 265 万円
老人保健 2,289 万円 1,618 万円 671 万円
後期高齢者医療 11億3,167 万円 11億2,914 万円 253 万円

企業会計の状況

特別会計の状況 特定の事業を行う場合に、特定の収入で
その収支を賄う会計です

会 計 区 分 収　　入 支　　出 差　　引

病院事業
収益的 10億　 628 万円 10億7,638 万円 △ 7,010 万円
資本的 1 億3,963 万円 1 億 6,881 万円 △ 2,918 万円

水道事業
収益的 12億9,291 万円 10億6,598 万円 ２億2,693 万円
資本的 6 億4,008 万円 15億5,291 万円 △9億1,283 万円

工業用
水道事業

収益的 6 億4,322 万円 5 億3,631 万円 1 億    691 万円
資本的 23億7,463 万円 26億5,108 万円 △ 2億7,645 万円

独立して採算を行う特別会計のなかで、地
方公営企業法の適用を受けている会計です

　財政の早期健全化および財政の再生ならびに公営企業
の経営健全化を図ることを目的に、平成 19 年６月に制定
された『地方公共団体の財政健全化に関する法律』に基
づき、伊万里市では次の５つの指標を公表しています。

●健全化判断比率（４種類の指標）
　　平成 21 年度各会計の決算に基づき健全化判断比率を

算定したところ、右表のとおりいずれの指標について
も早期健全化・財政再生基準を下回り、問題ありません。

●資金不足比率
　　各公営企業における『資金不足比率』については、平

成 21 年度決算において資金不足を生じた公営企業がな
いため、該当ありません。

指　標　名 比　率
早期健全
化基準

財政再生
基準

実質赤字
比率

一般会計を対象とした実
質赤字の標準財政規模に
対する比率

ー 12.96％ 20.00％

連結実質
赤字比率

全会計を対象とした実質赤字
（または資金の不足額）の標
準財政規模に対する比率

ー 17.96％ 40.00％

実質公債
費比率

一般会計が負担する元利償還
金および準元利償還金の標準
財政規模に対する比率

20.7％ 25.00％ 35.0％

将来負担
比率

一般会計が将来負担すべき実
質的な負債の標準財政規模に
対する比率

194.3％ 350.0％

平成 21 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率について

※『ー』は、当該比率が生じていない（黒字である）ことを表しています
※標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の規模を示す数値です
※早期健全化基準を上回ると、財政健全化計画の策定などが必要になります
※財政再生基準を上回ると、財政再生計画の策定が必要になり、地方債の発行が制限される場合があります
※公営企業とは、病院事業、水道事業、工業用水道事業の企業会計と、公共下水道事業、農業集落排水事業、
　立花台地開発事業の特別会計をいいます

※

※

※

平成 21 年度決算報告
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ふるさと伊万里応援寄附金の

　平成 21 年度の寄附状況と活用事業

　平成21年度の寄附金総額（件数）は163万3,000円（16件）で、この制度が始まっ
た平成 20年度の寄附金との合計金額は、487 万 4,000 円となりました。ご寄附
いただいた皆さま、誠にありがとうございました。伊万里市では、寄附者の意向に
配慮しながら、さまざまな事業にその一部を活用させていただきました。

■問合先　財政課（　 ☎㉓２１１２）

①

①歴史、文化を活かしたふるさとづくりコース
　市役所玄関に掲げている、副島種臣（佐賀の七賢人）の書『宏

こうさいかく

濟閣』の修復に 15万円を活用します。

④市長おまかせコース
　黒川公民館の図書整備に 100万円を活用しました。

※上記の２件については、寄附者の希望により事業を選択しています

※残りの寄附金については、これからの事業に大切に活用させていただきます

①歴史、文化を活かし
たふるさとづくり

②市民によるまち
おこし ③自然環境の保全 ④市長おまかせ 合　計

平成 21 年度 45 万 5,000 円
（８件）

11 万円
（２件）

１万円
（１件）

105 万 8,000 円
（５件）

163 万 3,000 円
（16 件）

平成 20年度
（参考）

86万 6,000 円
（９件）

10万 5,000 円
（５件）

50万円
（１件）

177万円
（20件）

324万 1,000 円
（35件）

【平成 21 年度の寄附受入状況】

【平成 21 年度の活用状況】（平成 20 年度の寄附を活用した事業）

　『④市長おまかせコー
ス』への寄附金と合わせて、
237 万 1,000 円を都市開
発課の伊万里津景観形成事
業へ充当し、伊万里川河畔
に古伊万里の積み出しで栄
えた当時の伊万里津を壁画
で再現しました。

【平成 22 年度に活用する内容】

歴史、文化を活かしたふるさとづくり

　９万 5,000 円を男女協
働・まちづくり課の地域の
元気推進事業へ充当し、市
民と行政との協働により進
めている、元気なまちづく
りに取り組む地域などを支
援しました。

市民によるまちおこし

　50 万円を教育委員会生
涯学習課のカブトガニ展示
館建設等支援事業へ充当
し、地元保護団体が取り組
む『カブトガニの館』の建
設事業費などに補助を行い
ました。

自然環境の保全

開館したカブトガニの館
で観察する子どもたち

　163 万 4,000 円を、『①歴史、
文化を活かしたふるさとづくり
コース』の伊万里津景観形成事業
へ充当させていただきました。

市長おまかせ

伊
万
里
市
長

①〜③のいずれのコースも指定されなかった場合
は、市長が寄附者に代わって事業を選択させてい
ただいています。

②

③ ④

黒川町で行われる西九州
伊万里凧揚げ大会

伊万里川河畔に設置され
たタイル製の壁画



62010.10

インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
催

　
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』
は
、
介
護
や
子
育
て
の
充
実
、
環

境
保
全
な
ど
に
取
り
組
む
23
の
市
民
活
動
団
体
が
加
入
し
、『
住
み
よ

い
ま
ち
伊
万
里
』
の
実
現
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、市
と
の
共
催
で
『
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
』
を
開
催
し
ま
す
。『
市

民
、
団
体
、
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
一
緒
に
学
び
、
今
後

の
市
民
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

★

　
９
月
７
日
に
熊
本
市
で
開
催
さ

れ
た
九
州
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
大
賞

２
０
１
０
の
表
彰
式
に
お
い
て
、

『
市
民
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
ま
る
ご

と
伊
万
里
』
が
審
査
委
員
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　『
市
民
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
ま
る

ご
と
伊
万
里
』
は
、
平
成
16
年
に

行
政
、
商
工
業
、
農
業
な
ど
６
つ

の
団
体
が
運
営
協
議
会
を
組
織
し

● 

日
　
時
　
10
月
10
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

● 

場
　
所
　

　
市
民
図
書
館
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル

● 

内
　
容

①
事
例
発
表

　
波
多
津
町
（
地
域
の
元
気
推
進

事
業
モ
デ
ル
地
区
）

▽
テ
ー
マ
　

　『
新
時
代
へ
、
波
多
津
創
造
』

▽
発
表
者
　

　
波
多
津
町
ま
ち
づ
く
り
運
営
協

議
会
事
務
局
長
（
波
多
津
公
民

館
長
）　
小
杉 

道
久 

氏

　『食育』の基本は楽しく食べることです。「子どもの食が
細い」「好き嫌いが多い」などお悩みのお父さん、お母さん。
おいしく楽しく食べさせるテクニックを学べる『キャラ弁
教室』に参加しませんか。

参加者募集！

● 場　所　市民センター調理室
● 内　容　キャラ弁づくり（持ち帰り用）、昼食会
● 対　象　市内に住んでいる人　※ 定員 30 人（先着順）
● 講　師　高田 由美子さん
　　　　　※ 福岡市内でキャラ弁教室を開催
　　　　　　するなど広く活躍中
● 参加費　1,000 円
　　　　　※ 弁当材料費・昼食代を含みます
● 持参するもの

エプロン、子ども用弁当箱（一段の平形
タイプが望ましい）

● 申込受付期間　10 月４日（月）〜 21 日（木）
※託児を希望する人はご連絡ください（予約が必要です）
● 申込先　食のまちづくり推進委員会事務局
　　　　　（男女協働・まちづくり課内 　 ☎㉓２１１５）

子どもが大好きな
　キャラクターのお弁当を作ろう！

教室
ラ
弁ャ

月      日10    31 日【日 時】                            　　 午前 10 時～午後１時

②
講
　
演

▽
演
　
題
『
地
域
の
元
気
を
創
る

協
働
の
あ
り
方
』

▽
講
　
師
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島 

理

事
・
事
務
局
長
　
渡
辺 

豊
博 

氏

● 

参
加
費
　
無
　
料

※
駐
車
場
は
、
大
坪
公
民
館
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

● 

問
合
先
　

▽
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』

事
務
局
（
☎
㉓
２
１
９
８
）

▽
男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
　 

☎
㉓
２
１
１
５
）

　1950 年生まれ。東京農工
大学農学部を卒業後、静岡県
庁で、農業基盤整備事業など
を担当。2008 年から都留文
科大学文学部社会学科教授。
地域づくりや水辺再生をしか
ける『まちづくりプロデュー
サー』の役割を、全国に先駆
けて先導しています。

特定非営利活動法人グラウン
ドワーク三島 理事・事務局長

渡辺 豊博 氏

講師の紹介
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

て
設
立
。
主
に
市
内
の
企
業
サ
イ

ト
を
リ
ン
ク
形
式
で
集
約
し
、
伊

万
里
の
魅
力
あ
る
情
報
を
全
国
に

向
け
て
発
信
す
る
な
ど
、
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
の
頻
繁
な
更
新
に
よ
っ
て

常
に
新
し
い
情
報
が
把
握
で
き
る

こ
と
や
、
く
ち
こ
み
情
報
な
ど
の

発
信
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

まるごと伊万里が
審査委員特別賞！

九
州
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
大
賞

２
０
１
０
で
見
事
に
受
賞

↑
塚
部
市
長
（
右
）
に

受
賞
を
報
告
し
、
喜

び
の
表
情
を
見
せ
る

会
員
の
皆
さ
ん

☆

☆★

★☆★
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伊万里市立花町１３５５番地１

総務部　情報広報課　広報係　行

伊万里市役所

〒８４８- ８５０１

ＰＯＳＴ　ＣＡＲＤ

あなたの年齢、性別、お
住まいを教えてください

■年齢

（　　　）歳

■性別

　男　・　女

■お住まいの地区

　伊万里・牧島・大坪・
　立花・大川内・黒川・
　波多津・南波多・大川・
　松浦・二里・東山代・
　山代・市外

↓切り取り線

郵送する場

合は50円切

手を貼って

ください

　広報伊万里では、今

後、市民の皆さんの意

見をできるだけ紙面に

生かしていきたいと考

えています。『広報につ

いてのアンケート』に、

ぜひ、ご協力をお願い

します。【裏面ハガキ８

ページにもご記入くだ

さい】

広報紙について『あなたの　　 』を聞かせてください
多くの市民の皆さんに愛される『広報伊万里』をめざします

　
市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
国
の
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
た
都

市
再
生
整
備
計
画
事
業
（
旧
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
最
終
年
度
に
事
後
評
価
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
に

お
い
て
事
後
評
価
の
原
案
を
作
成
し
ま

し
た
。
事
後
評
価
の
参
考
に
す
る
た
め
、

原
案
を
公
表
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

● 

公
表
す
る
案
お
よ
び
資
料

　
都
市
再
生
整
備
計
画
事
後
評
価
シ
ー

ト
（
原
案
）

● 

意
見
募
集
期
間

　
10
月
18
日
（
月
）
～
11
月
１
日
（
月
）

● 

案
の
公
表
先
・
入
手
先

①
企
画
政
策
課

②
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

● 

意
見
の
提
出
方
法

　
意
見
は
、
住
所
・
氏
名
（
ま
た
は
団
体
）

を
明
記
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
電
子
メ
ー
ル

　kika
ku

@
city.im

a
ri.lg.jp

②
郵
　
便
　
〒
８
４
８
‐
８
５
０
１

　
伊
万
里
市
立
花
町
１
３
５
５
‐
１

　
伊
万
里
市
役
所 

企
画
政
策
課 

あ
て

③
直
接
提
出
　
企
画
政
策
課
へ

④
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
㉒
７
２
１
３

● 

問
合
先
　
企
画
政
策
課

　（
　
☎
㉓
２
１
２
４
）

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

都
市
再
生
整
備
計
画
の
事
後
評
価
原
案

声
● 募集期間　　10 月１日（金）〜 10 月 31 日（日）

● 提出方法　　下記のアンケート用紙の表面・裏面の両方

　に記入後、はさみなどで切り取り 50 円切手を貼って近

　くのポストから郵送するか、市役所や公民館に設置して

　いる『アンケート回収箱』に投
とう

函
かん

してください。

● アンケート回収箱設置場所

　市役所総合案内、市民図書館、各町公民館

※回収箱に投函する場合、切手は不要です

※回収箱は 10 月末まで設置します。なお、郵送の場合、

　回答期限はありません
● 提出・問合先　情報広報課広報係（　 ☎㉓２１４３）

　市民と行政との間を身近な情報でつな
ぐまちの広報紙は、よく『住民と行政を
つなぐパイプ役』に例えられます。広報
紙を通して、まちとそこに住む人が共通
の意識を持ち、お互いの信頼関係を築い
ていくためには、読者である皆さんの声
が欠かせません。
　広報伊万里は、これまでもこれからも
伊万里のまちの姿を綴

つづ

っていきます。ま
ちのみんなで作る広報紙に、たくさんの
ご意見、ご感想をお待ちしています。
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↓切り取り線

Ｑ .『広報伊万里』（毎月１日発行）、『市役所だより』（毎月１5 日発行）を読んでいますか？
　 （□に✓をつけてください）
　　□毎回読んでいる　□たまに読んでいる　□読んでいない

Ｑ . よく読むコーナーはどれですか？（複数回答可）
【広報伊万里】　□すべて　□表紙　□特集　□インフォメーション伊万里　
　　　　　　　□みんなの広場　□教育と文化　□ほがらかページ　
　　　　　　　□ドクターズ・アイ　□わが家のアルバム　□ほほえみさん
　　　　　　　□スポーツ　□くらしのチャンネル　□編集室から　□裏表紙

【市役所だより】□すべて　□お知らせ、募集、しけん　□こんにちは図書館です
　　　　　　　□ご寄付　□保健コーナー

Ｑ . 今後もっと知りたいことや、ご意見、ご要望など自由にご記入ください

Ｑ . 行政からのお知らせ情報などを掲載した携帯版ホームページがあれば、読みたいで
　　すか（□に✓をつけてください）
　　□ぜひ、読んで活用したい　□どちらでもよい　□必要ない

→表面・裏面の両方に記
入後、50円切手を貼って
お近くのポストから郵送
するか、市役所や市民図
書館、公民館に設置して
いる『アンケート回収箱』
へご投函ください。

回収箱設置場所
市役所総合案内、市民図
書館、各町公民館（伊万里・
牧島・大坪・立花・黒川・
波多津・南波多・大川・
松浦・二里・東山代・山代）

※回収箱に入れる場合、
切手は不要です

※回収箱は10月末まで
　設置します。郵送の場
　合、回答期限はありま
　せん

　ウォーキング国民運動『1800 全市区町村１ウォーク』を受け、伊万里市
では二里町を会場としてウォーキング大会が開催されます。
　緑と水が豊かな二里町では、町内ゆかりの地や遺跡などを掲載した冊子『ふ
たさとまるごと博物館』を発行しています。今回のウォーキングでは、その
冊子に紹介された場所などを巡ります。市民の皆さん、ぜひご参加ください。

　
伊
万
里
税
関
支
署
は
、
安
全
で

安
心
で
き
る
社
会
の
実
現
、
関
税

な
ど
の
適
正
・
公
平
な
徴
収
、
貿

易
の
円
滑
化
を
め
ざ
し
、
密
輸
の

取
締
り
や
輸
出
入
貨
物
の
通
関
な

ど
、
秩
序
あ
る
貿
易
の
発
展
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
10
月
は
『
薬
物
及
び
銃
器
取
締

強
化
期
間
』
と
し
て
、
覚
せ
い
剤
、

麻
薬
な
ど
の
不
正
薬
物
や
拳
銃
な

ど
の
密
輸
の
取
締
り
を
全
国
的
に

強
化
し
ま
す
。
不
審
な
話
や
噂
を

耳
に
し
た
ら
下
記
の
『
税
関
密
輸

ダ
イ
ヤ
ル
』
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
先
　
伊
万
里
税
関
支
署

（
☎
㉘
２
５
１
４
）

密
輸
な
ど
の
情
報
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

０１２０‐４
シ ロ イ

６１‐９
ク ロ イ

６１

税関イメージキャラクター
『かすたむ君』

24 時間受付中です

税関密輸ダイヤル

遺跡探訪ウォーク in ふたさとまるごと博物館

黄金色の稲穂が揺れる棚田を
のんびりと歩きましょう

10月10日 日 10 時出発  ～ 正午ごろ日 時

受　付　午前９時から　出発式　午前９時 30 分から

　　　　　　集　合　二里公民館（駐車場は二里小学校運動場）

　　■ ６ ㌔コース　福母天満宮 〜 竹炭焼窯『悠ゆう窯』 〜 棚田
　　■ 10 ㌔コース　藤山雷太翁生家 〜 棚田 〜 大井手記念碑

● 参加費用　一般 500 円、会員 200 円、中学生以下 100 円 ( 保険料を含む )

　　　　　　※ 参加費は当日徴収します
● 申込方法　下記の申込先まで事前に電話でご連絡ください

　　　　　　※ 当日の申し込みでも参加できます
● お得情報
▷素敵な参加賞と、二里町婦人会による『特製にゅうめん』を

　用意しています ( いずれも先着 200 名 )

▷地元農産物などの『直売コーナー』もあります
● 主　催　　佐賀県ウォーキング協会
● 共　催　　伊万里市、市教育委員会、二里町元気なまちづくり推進協議会
● 問合・申込先　二里公民館 ( ☎㉓３０２４）
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10
月
は
『
薬
物
及
び
銃
器
取
締
強
化
期
間
』
で
す



SAGA

　
消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当

に
よ
る
救
命
率
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
救
急
指
導
車

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
、
訓
練

用
人
形
の
資
機
材
を
整
備
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
緊
急
時
に
お

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
落
ち

着
い
て
応
急
処
置
な
ど
が
で
き

る
よ
う
、
講
習
を
行
う
た
め
に
、

財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協
会
の

助
成
を
受
け
て
購
入
し
た
も
の

● 応募資格　県内に住んでいる人
● 応募方法　官製はがきまたはインターネット
● 応募内容　予想人口、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号
● 応募点数　はがき、インターネットいずれかで一人１点まで
　　　　　　※ ２点以上応募した人は全部無効とします
● 応募期限　10 月 15 日（金）※ 当日消印有効
● 賞　品　　１　等　旅行券３万円分　　　（１人）
　　　　　　２　等　旅行券２万円分　　　（１人）
　　　　　　３　等　図書カード１万円分　（１人）
　　　　　　４　等　図書カード５千円分　（３人）
　　　　　　５　等　図書カード千円分　　（５人）
　　　　　　特別賞　県民手帳　　　　　（30 人）
● 入賞者の発表　平成 23 年２月中に、入賞者に連絡します
● 応募先・問合先
　〒 840-8570　佐賀県庁統計調査課内（住所不要）
　国勢調査佐賀県実施本部 人口予想クイズ係 ( ☎ 0952㉕ 7037）
※インターネット　さが統計情報館（佐賀県統計調査課ホームページ）
　http://www.pref.saga.lg.jp/web/kensei/_1366/toukei/jinkou.html

　【ヒント】これまでの国勢調査による佐賀県の人口推移
　　平成 ７ 年　884,316 人　　平成 12 年　876,654 人
　　平成 17 年　866,369 人　　平成 22 年　     ？      人

　　国勢調査の調査票の提出はお早めに！

で
す
。

　
地
域
や
団
体
な
ど
で
、
応
急

手
当
に
つ
い
て
の
講
習
を
希
望

す
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

整
備
し
た
も
の

▽
救
急
指
導
車
　
１
台

▽
Ａ
Ｅ
Ｄ
ト
レ
ー
ナ
ー
　
１
個

▽
訓
練
用
人
形
　
３
体

● 

問
合
・
申
込
先
　

　
消
防
本
部
警
防
課

　（
　
☎
㉓
２
１
１
７
）

佐賀県人口予想クイズ

　
川
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
橋
が
架

か
っ
て
い
ま
す
。
川
が
そ
の
ま
ち

の
風
物
詩
な
ら
ば
、
橋
は
ま
ち
を

印
象
づ
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
伊
万
里
の
市
街
地
を
ゆ
っ
た
り

流
れ
る
伊
万
里
川
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
橋
が
架
か
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
42
年
の
大
水
害
の
後
、
川
幅
を

広
げ
る
河
川
改
修

が
行
わ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
橋
も
立
派

な
も
の
に
架
け
替

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
街
地
の
中
心

に
は
『
相あ

い
お
い生
橋
』

が
あ
り
ま
す
。相（
と

も
に
）
生
（
い
き
る
）

橋
で
、
夫
婦
や
恋
人
同
士
で
渡
る

と
仲
睦む

つ

ま
じ
く
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
流
に
は
『
延え

ん
め
い命

橋
』。
延（
の
び
る
）命（
い
の
ち
）で
、

健
康
を
祈
願
し
な
が
ら
渡
る
と
長

生
き
を
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
つ
の
橋
を
渡
っ
て
、

最
後
に
渡
る
と
幸
せ
に
な
れ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
の
が
『
幸

さ
い
わ
い

橋
』。

こ
れ
ら
の
橋
は
、
め
で
た
く
幸
せ

を
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
で
、
伊
万
里

川
に
は
３
つ
の
『
縁
起
橋
』
が
架

か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
伊
万
里
市
は
『
古
伊
万
里
文
化

の
香
る
ま
ち
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ

に
市
街
地
の
情
景
や
景
観
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
市
街

地
の
道
路
や
橋
に
は
、
伊
万
里
な

ら
で
は
の
古
伊
万
里
の
壺つ

ぼ

や
人
形

の
焼
物
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
相
生
橋
に
は
豪
華
な
古
伊
万

里
壺
や
伊
萬
里
色
絵
鸚お

う

む鵡
置
物

が
、
延
命
橋
に
は
古
伊
萬
里
色
絵

碁
盤
童
子
置
物
と
古

伊
萬
里
色
絵
瓢ひ

ょ
う
た
ん
な
ま
ず

箪
鯰

童
子
置
物
が
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
市
は
こ
の
た
び
、

国
の
補
助
を
受
け

て
、
幸
橋
に
古
伊
万

里
風
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
『
夫め

お

と婦
鶏
』
と
、

鶴
と
亀
の
絵
柄
の
大
壺
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
の
夫
婦
鶏
は
、
雄
が

１
０
７
㌢
、
雌
が
１
０
５
㌢
の
高

さ
で
、
市
内
の
窯
元
で
制
作
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
観
光
客
を
さ
ら
に
呼
び

込
む
た
め
、
こ
れ
ら
の
３
つ
の
橋

を
巡
る
『
縁
起
橋
ツ
ア
ー
』
を
開

催
し
、
広
く
売
り
込
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
、『
縁
起
橋
』
を
歩

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

『
縁
起
橋
』
を
歩
こ
う

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

クイズに応募して、旅行券や図書
カードをもらいましょう！

幸橋の夫婦鶏

今年 10 月１日に行われる
『国勢調査』による佐賀県の

人口は何人でしょうか？

Ｑ

お願い

応
急
手
当
の
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

↑応急手当の講習用に整備された資機材
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　子どもたちが異文化を学ぶ『国際交流ひろば』が市民セ

ンターで行われました。この日の講師は、英語教師のトレ

ーシィ・スイフトさん（オーストラリア出身）とニック・

ケインさん（イギリス出身）。参加した小中学生30人は、

慣れない英会話に苦戦しながらも外国人講師と一緒に世界

の料理やダンスなど、国際交流を深めた一日となりました。

↑ケインさん（左）と一緒にイギリス料理をつくる子どもたち

　　　外国の人と一緒に作ろう世界の料理！世界は広いぞ！料理で異文化交流

　８月30日に福岡市で行われたＮＨＫ全国学校音楽コン

クール九州大会で金賞を受賞した伊万里小学校コーラス部

が市役所を訪れ、２年ぶりとなる全国大会出場を塚部市長

に報告しました。訪れたのは部員２８人のうち６年生の

12人。10月９日に東京で行われる全国大会の目標は「金賞

です」と全員が声を揃えて宣言し、健闘を誓い合いました。

↓全国大会への出場を決め、晴れやかな表情のコーラス部の皆さん

　　　伊万里小学校コーラス部が全国大会出場報告みんなの夢は、全国でも『金』！

　伊万里牛のＰＲを目的に、黒川町の大平山

で『伊万里牛喰うておらぼう in大平山』が開

催されました。この日は県内外から約600人

が来場し、伊万里牛のバーベキューに舌鼓。

メイン行事の絶叫大会には41人が参加し、

特別ステージの上からそれぞれの思いの丈を

叫び、声の大きさや内容の面白さなどを競い

ました。市外からの参加者の一人は「美味し

い伊万里牛を食べ、腹の底から大声を出して

大満足です。」と爽快な表情で話していました。

　　　伊万里牛喰うておらぼう in 大平山伊万里牛と絶叫で大満足！

↓「給料を上げてくれ～！」と叫び、会場を大いに沸かせた神奈川県からの参加者

9.17

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
みんなの広場

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

9.11

まちの話題

みんなの広場

抽選会で特産品をゲット！黒川小の児童による合唱 伊万里牛は最高にうまか〜っ

9.18
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【
一
般
男
子
の
部
】

▼
優
　
勝
　
山
下
・
中
村
組

（
伊
万
里
ク
ラ
ブ
）

▼
準
優
勝
　
富
永
・
壇
組

（
武
雄
ク
ラ
ブ
）

▼
３
　
位
　
宰
所
・
久
保
組

（
武
雄
ク
ラ
ブ
）

　
　
　
　
　
福
島
（
靖
）・
小
山
組

（
有
田
ク
ラ
ブ
）

【
一
般
女
子
の
部
】 

▼
優
　
勝
　
高
島
・
原
田
組

（
武
雄
ク
ラ
ブ
）

▼
準
優
勝
　
力
武
・
林
組

（
有
田
ク
ラ
ブ
）

▼
３
　
位
　
犬
塚
・
池
田
組

（
伊
万
里
農
林
高
校
）

　
　
　
　
　
川
久
保
・
浜
崎
組

（
伊
万
里
農
林
高
校
）

【
シ
ニ
ア
45
の
部
】

▼
優
　
勝
　
奥
・
田
栗
組

（
武
雄
ク
ラ
ブ
）

▼
準
優
勝
　
宮
﨑
・
原
田
組

（
武
雄
ク
ラ
ブ
）

▼
３
　
位
　
兼
子
・
三
井
組

（
伊
万
里
ク
ラ
ブ
）

【
シ
ニ
ア
55
の
部
】

▼
優
　
勝
　
池
田
（
誠
）・
山
浦
組

（
伊
万
里
ク
ラ
ブ
）

▼
準
優
勝
　
米
満
・
田
口
組

（
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

▼
３
　
位
　
益
丸
・
西
田
組

（
Ｓ
Ｔ
Ｃ
）

市
連
盟
会
長
杯
争
奪
　
　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
　

10 月の市民スポーツ

10 月の町民スポーツ

３日（日）
●二里町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　二里小学校
10 日（日）
●立花地区町民運動会
　午前８時開会　立花小学校
●遺跡探訪ウォーク

in ふたさとまるごと博物館
　午前９時 30 分開会　ふるさとウ
　ォーキングコース
●ニュースポーツ交流会
　午前 10 時開会　大川内小学校
11 日（月）
●波多津町健康づくり大会
　午前８時45分開会　波多津運動広場ほか
17 日（日）
●東山代町民体育大会
　午前８時30分開会　東山代小学校
●黒川町ペタンク大会
　午前９時開会　旧黒川中学校跡地
24 日（日）
●夢みさきクロスカントリー大会
　午前８時 40 分開会　

　いまり夢みさき公園
31 日（日）
●大坪地区町民運動会
　午前８時開会　伊万里中学校
●南波多町内一周駅伝大会
　午前８時 30 分開会　南波多町内
●松浦町民グラウンド・ゴルフ大会
　午前 10 時開会　松浦運動広場ほか

３日（日）
●市近郊卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館
７日（木）
●市老連シルバー体育大会
　午前９時 30 分開会　国見台球技場
10 日（日）
●伊万里スポーツデイ
　午前８時 10 分　市民新体力テスト　
　（国見台武道館）
　午前 10 時　キッズスポーツフェステ
　ィバル（国見台陸上競技場）
●伊万里市民バレーボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台体育館
11 日 ( 月）
●国見台陸上競技カーニバル
　午前９時開会　国見台陸上競技場
14 日（木）
●ふれあいいきいき

グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時30分開会　国見台陸上競技場ほか
16 日（土）
●小学校陸上運動大会
　午前 8 時 15 分開会　国見台陸上競技場
24 日（日）
●市近郊ジュニアバドミントン交流大会
　午前９時開会　国見台体育館
30 日～ 11 月３日（水）
●市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球秋季大会
　午前９時開会　国見台野球場
11 月３日（祝・水）
●伊西地区中学生新人ソフトテニス大会
　午前８時 30 分開会　国見台庭球場

　
９
月
３
日
、
第
23
回
市
長
杯
争

奪
伊
万
里
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
国
見
台
球
技
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
日
の
大
会
に
は
市
内
か
ら

38
チ
ー
ム
２
４
０
人
が
出
場
。
開

会
式
で
は
、
田
中
ミ
ド
リ
さ
ん

（
96
歳
・
波
多
津
町
）
を
は
じ
め
90

歳
以
上
の
出
場
選
手
13
人
に
特
別

賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
技
術
と
頭
脳
を
発
揮

し
た
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
連
続
で
、

猛
烈
な
暑
さ
を
も
吹
き
飛
ば
す
好

ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
優
　
勝
　
伊
万
里
（
伊
万
里
町
）

▼
準
優
勝
　
立
花
台
（
立
花
町
）

▼
３
　
位
　
大
川
内
Ｂ（
大
川
内
町
）

氏
　
名

年
齢
性
別

町  

名

田
中
ミ
ド
リ

96

女

波
多
津

小
杉
　
ハ
ツ

94

女

波
多
津

川
島
　
ミ
ツ

93

女

松
　
浦

前
川
　
静
江

93

女

二
　
里

奈
良
﨑
ツ
ル

92

女

波
多
津

平
尾
　
德
竹

92

男

松
　
浦

井
手
　
ユ
キ

92

女

松
　
浦

武
野
　
増
見

92

男

南
波
多

兼
武
　
キ
ミ

91

女

波
多
津

市
丸
　
定
治

90

男

波
多
津

山
下
松
左
エ
門

90

男

南
波
多

前
田
　
セ
キ

90

女

南
波
多

武
野
　
タ
ミ

90

女

南
波
多

　
特
別
賞
受
賞
者
の
皆
さ
ん

(

90
歳
以
上
の
選
手
・
敬
称
略
）

↑
各
チ
ー
ム
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

　
果
を
発
揮
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と

　
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た

伊
万
里
チ
ー
ム
が
優
勝

技
術
と
頭
脳
と

チ
ー
ム
プ
レ
ー

第
23
回
市
長
杯
争
奪
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

↑今大会最高
齢選手の田中
ミドリさん

（波多津町）

　
第
19
回
伊
万
里
市
連
盟
会
長
杯

争
奪
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
９
月

12
日
、
国
見
台
庭
球
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
44
ペ
ア
総
勢
88
人
が
出

場
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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秋
祭
り
　
終
え
し
安
堵
の
　
鉤
は
ず
す

つ
い
と
来
し
　
枯
枝
先
き
の
　
赤
ト
ン
ボ

　
羽
根
の
動
き
て
　
夕
日
の
き
ら
り

立
花
町

永
尾
　
勲

織
田
　
キ
ヌ
エ

大
坪
町
白
野

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈
い
つ
ま
で
も

　
９
月
２
日
、
市
内
男
女
の
最
高

齢
者
を
塚
部
市
長
が
訪
問
し
、
長

寿
を
お
祝
い
し
、
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
女
性
の
最
高
齢
者
は
、
新
天

町
の
前
田
キ
ヨ
さ
ん
で
、
な
ん
と

１
０
７
歳
。
戦
後
、
遠
方
へ
の
行

商
な
ど
で
生
計
を
立
て
て
い
た
と

い
う
キ
ヨ
さ
ん
は
、
今
で
も
体
力

維
持
の
た
め
、
家
の
周
り
の
散
歩

を
日
課
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

好
き
嫌
い
を
せ
ず
何
で
も
食
べ
る

と
い
う
キ
ヨ
さ
ん
に
長
生
き
の
秘

訣
を
尋
ね
る
と
、「
周
囲
に
流
さ
れ

ず
、
自
分
の
思
う
よ
う
に
生
き
る

こ
と
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
男
性
の
最
高
齢
者
は
東

山
代
町
に
住
む
辻
本
侃か

ん

一い
ち

さ
ん
で

１
０
３
歳
。
少
し
耳
が
遠
い
ほ
か

は
健
康
状
態
も
良
好
で
お
元
気
そ

の
も
の
。
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
肉

類
が
好
き
だ
と
い
う
侃
一
さ
ん

は
、
食
事
は
毎
食
か
か
さ
ず
食
べ
、

規
則
正
し
い
生
活
を
送
っ
て
お
ら

　
松
尾
ヒ
ロ
さ
ん
（
木
須
町
）
が

め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
９
月
１
日
に
、
塚
部
市
長

か
ら
１
２
１
番
目
と
な
る
百
寿
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ヒ
ロ
さ
ん
は
、
楽
寿
園
に
入
所

さ
れ
て
い
て
、
足
が
少
し
不
自
由

な
ほ
か
は
、
い
た
っ
て
健
康
そ
の

も
の
。
趣
味
は
読
書
で
、
推
理
小

説
や
時
代
小
説
な
ど
を
眼
鏡
を
か

け
ず
に
読
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
主
婦
と
し
て
８
人
の
子
ど

も
を
懸
命
に
育
て
て
き
た
ヒ
ロ
さ

ん
の
長
生
き
の
秘
訣
は
、
好
き
嫌

い
を
し
な
い
で
何
で
も
食
べ
る
こ

と
。
そ
し
て
、
何
事
に
も
く
よ
く

よ
せ
ず
に
気
持
ち
の
切
り
替
え
が

大
切
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

楽
寿
園
で
の
生
活
も
快
適
と
い
う

こ
と
で
、
常
に
職
員
や
入
所
者
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
ヒ
ロ
さ
ん
で
し
た
。

　
市
長
か
ら
百
寿
メ
ダ
ル
を
首
に

か
け
て
も
ら
う
と
、
満
面
の
笑
み

を
浮
か
べ
、
固
く
握
手
を
交
わ
し

な
が
ら
、
丁
寧
に
お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

れ
ま
す
。
長
生
き
の
秘
訣
は
「
一

生
懸
命
に
働
く
こ
と
」
と
答
え
る

侃
一
さ
ん
。
若
い
こ
ろ
自
転
車

で
市
内
外
に
薬
な
ど
の
販
売
を
し

て
い
た
お
か
げ
で
足
腰
が
強
く
、

１
０
３
歳
と
な
っ
て
も
歩
く
ス
ピ

ー
ド
は
負
け
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
佐
世
保
市
に
住
む
ひ
孫
が
遊

び
に
来
て
く
れ
る
の
が
楽
し
み
だ

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

松
尾
ヒ
ロ
さ
ん

木
須
町

お
元
気
で

↑
塚
部
市
長
と
握
手
し
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
る
松
尾
ヒ
ロ
さ
ん
（
右
）

市
内
男
女
最
高
齢
者
を
市
長
が
訪
問

新
天
町 

前
田
キ
ヨ
さ
ん   

東
山
代
町 

辻
本
侃か

ん

一い
ち

さ
ん

↑
１
０
７
歳
の
前
田
キ
ヨ
さ
ん

↑
１
０
３
歳
の
辻
本
侃
一
さ
ん
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久
く が

我 美
み ほ

穂さん

★
お
仕
事
は
　
今
年
の
４
月
か
ら

伊
万
里
幼
稚
園
で
働
い
て
い
ま

す
♬
園
児
た
ち
の
日
々
成
長
す

る
姿
を
見
て
い
る
と
、
頑
張
る

元
気
が
沸
い
て
き
ま
す
ね
★
ど

ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
と
見

る
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
♥

★
好
き
な
食
べ
物
は
　
何
と
い
っ

て
も
タ
ピ
オ
カ
で
す
ね
♪
一
時

期
は
、
毎
週
食
べ
に
行
く
ほ
ど

ハ
マ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
っ

(^^)

★
趣
味
は
　
ド
ラ
イ
ブ
で
す
♬
行

っ
た
こ
と
が
な
い
場
所
に
行
っ

て
み
た
く
な
る
ん
で
す
よ
ね
★

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は

　
何
事
に
も
一
生
懸
命
で
、
頑
張

っ
て
い
る
人
が
好
き
で
す
ね
♥

★大坪町栄町

★てんびん座・Ａ型

　
ぼ
く
が
、
い
ま
夢
中
な
の
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
♬
大
き
な
お
家
や

か
っ
こ
い
い
車
を
作
れ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
よ
っ
★
早
く

大
き
く
な
っ
て
、
ク
レ
ー
ン
車
と

か
消
防
車
と
か
、
い
ろ
ん
な
車
を

運
転
す
る
人
に
な
り
た
い
な
あ

(^^)

  原
は ら だ

田 悠
し ゅ う

羽さん

　
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず
か
し
が
り
屋

の
悠
羽
く
ん
♥
お
友
達
と
仲
良
く

遊
ん
で
、「
ご
め
ん
ね
」
っ
て
素
直
に

言
え
る
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
♬

★雅
ま さ や

也・真
ま ゆ み

由美さんの長男

★大坪町つつじヶ丘

(　  )３歳
３か月

(21 歳)

  

骨
粗
し
ょ
う
症
を
防
ぐ
た
め
に

　 

伊
万
里
市
立
市
民
病
院
院
長
（
外
科
）　
小
関
一
幸

　
骨
は
、
硬
い
石
の
よ
う
で
す

が
、
実
は
生
き
た
細
胞
の
集
ま
り

で
す
。
皮
膚
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、

絶
え
ず
古
く
な
っ
た
骨
は
壊
れ
、

新
し
い
骨
が
作
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
『
骨
代
謝
』
と
言
い
ま
す
。

こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
骨
の
内

部
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
し
ま
う

状
態
が
『
骨
粗
し
ょ
う
症
』
で
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
確
率

は
、
加
齢
と
と
も
に
高
く
な
り
ま

す
の
で
、
高
齢
化
が
進
む
日
本
で

の
発
症
数
は
急
増
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
女
性
の
患
者
数
は
、
男
性

の
３
倍
以
上
に
な
り
ま
す
。
男
性

と
比
べ
、
女
性
は
骨
格
が
元
々
細

い
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
で
す
。

　
骨
の
強
さ
は
『
骨
量
』
と
い
う

尺
度
を
、
Ｘ
線
や
超
音
波
を
用
い

て
測
定
し
ま
す
。
そ
の
数
値
を
成

人
の
正
常
値
と
比
較
し
、
70
％
未

満
な
ら
ば
、
骨
粗
し
ょ
う

症
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
症
状

は
、
背
中
や
腰
が
痛
い
、

こ
わ
ば
る
、
曲
が
る
な
ど

が
一
般
的
で
す
が
、
一
番

怖
い
の
は
骨
が
弱
く
な
っ

て
骨
折
し
や
す
く
な
る
こ

と
で
す
。
症
状
が
進
む

と
、
脊
椎
の
圧
迫
骨
折
の

ほ
か
、
脚
や
腕
の
付
け
根
、

手
首
の
骨
折
な
ど
が
よ
く

起
こ
り
ま
す
。
特
に
脊
椎

の
圧
迫
骨
折
や
脚
の
付
け

根
の
骨
折
に
な
っ
た
場

合
、
動
け
な
く
な
り
寝
た

き
り
状
態
に
な
る
た
め
、

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
に
な
る
と
運
動
能

力
が
衰
え
ま
す
の
で
、
若
い
こ
ろ

と
同
じ
よ
う
な
動
き
で
も
転
倒
し

や
す
く
な
り
、
骨
折
し
て
し
ま
う

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
転
ば
な
い

よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら
気
を
つ
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
誰
も
が
加
齢
に
よ
る
骨
量
の
減

少
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
生
活
の
中
に
適
度
な
運

動
を
取
り
入
れ
、
骨
に
刺
激
を
与

え
る
こ
と
で
、
骨
代
謝
は
改
善
さ

れ
ま
す
。
激
し
い
動
き
は
難
し
く

て
も
、
毎
日
最
低
20
分
程
度
歩
く

だ
け
で
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
人
は
年
代
に
か
か

わ
ら
ず
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
が
少

な
く
な
り
が
ち
で
す
。
カ
ル
シ
ウ

ム
の
積
極
的
な
摂
取
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
吸
収
に
不
可
欠
な
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
や
、
骨
代
謝
を
改
善
さ
せ

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
も
大
切
な
栄
養
素

で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

は
健
康
維
持
に
不
可
欠
な
の
で
、

栄
養
素
が
片
寄
ら
な
い
よ
う
に
心

が
け
な
が
ら
、
楽
し
く
食
事
を
摂

り
ま
し
ょ
う
。

　
一
昔
前
ま
で
は
、
腰
が
曲
が
っ

た
り
痛
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は

仕
方
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
現
在
は
多
く
の
薬
が
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
分
に
適

し
た
治
療
を
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。
か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤

師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

ド
ク
タ
ー
ズ
・
ア
イ

●
問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
㉓
４
１
２
１
）

　
骨
折
な
ど
の
原
因
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
骨
粗
し
ょ
う
症
。
発
症
し
な

い
た
め
に
必
要
な
こ
と
な
ど
、
そ
の
予
防
方
法
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

ど
ん
な
症
状
が
出
る
の

こ
う
す
れ
ば
大
丈
夫
！

大切なのはバランスの取れた食事

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
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② 質問紙（生活・意識）調査
○全国との比較で良好だった項目

●夜更かしをせず、朝食を毎日食べている
●携帯電話の使用率が低い
●地域の行事に参加している
●ゲーム、インターネット、メールを長時間していない
●近所の人に会った時は、あいさつをしている
●いじめは、どんな理由でもいけないと思っている
●人の役に立つ人間になりたいと思っている

○全国との比較で課題がある項目

● 携帯電話の使い方について、家の人との約束が守ってい
　る率が低い

　平成 22 年４月 20 日に実施された平成 22 年度全国学力・学習状況調査の調査結果が、文部科学省により公表され
ました。伊万里市の概況についてまとめましたので公表します。なお、本調査結果については市内全小中学校におい
て分析し、各学校の課題を明らかにして具体的な対応策を考え、全職員共通理解のもとで実践に移しています。

①　学年・教科など
○小６年：国語Ａ、国語Ｂ、算数Ａ、算数Ｂ、
　　　　　質問紙（生活・意識など）
○中３年：国語Ａ、国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂ、
　　　　　質問紙（生活・意識など）

  調査内容

②　設問内容（A と B の違いは・・・）

○Ａ（知識）身に付けておかなければ後の学年に影響を及ぼす内容
　　　　　 実生活において不可欠である知識・技能など
○Ｂ（活用）知識・技能などを実生活の場面に活用する力
　　　　　 課題解決のための構想を立てて実践し評価・改善する力など

① 学力調査

【伊万里市との比較マーク説明】
全国との比較（青枠　 ）　　 佐賀県との比較（白枠　 ）
◎：全国を上回っている　　○：佐賀県を上回っている
☆：全国とほぼ同程度　　　★：佐賀県とほぼ同程度
※同程度とは 0.4％以内のひらき

※全国値は抽出校、県・市は全校参加による数値、県・市
については県独自の基準で採点されているため、文部科
学省の全国値と単純比較はできない。特に、国語Ｂにつ
いては全国値よりかなり低い傾向にある

●小学校　
・算数Ｂについては、全国、県をともに上回っている
・国語Ａ、算数Ａは全国とほぼ同程度であるが、県は上回っ
　ている。国語Ｂについては、県を上回っている
●中学校
・数学Ａ、Ｂについては、全国、県をともに上回っている
・国語Ａ、Ｂについては、県をともに上回っている。国語
　Ａについては、全国とほぼ同程度である

※この調査により測定できるのは、学力のうちのあくまで一部であり、すべてではありません

● 普段や土日の勉強時間が短い
● 予習・復習や苦手な教科の勉強ができていない
● 家の人と学校のことをあまり話をしていない

● 将来の夢や目標を持てていない

○伊万里市で特に取り組んでいる項目
（「あてはまる」「どちらかといえば当てはまる」を合わせた割合）
● 朝食を毎日食べている　　（小：97.4％　中：98.3％）
● テレビは１日２時間以内　（小：38.8％　中：37.4％）
● 読書を１日１時間以上　　（小：15.3％　中：12.7％）
● 家の人と普段夕食を一緒に食べている
　　　　　　　　　　　　　（小：94.9％　中：81.5％）
● いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う
　　　　　　　　　　　　　（小：97.4％　中：94.2％）

③ 今後、伊万里市として力を入れていきたいこと
●各学校の調査結果をもとに成果と課題を明らかにし、学

校・家庭・地域・教育委員会が連携を密にして、実態に
応じた対策を考え、取り組みを進めていく

●中学校校区ごとに授業交流や合同行事などによる小中連
携を行い、9 年間で子どもを育てていく取り組みを推進
していく

●授業の充実を図ることにより、学習意欲を高め、基礎的・
基本的な知識・技能を確実に身に付けさせながら、それ
を実生活に活用していく思考力、判断力、表現力をバラ
ンスよく育成していく

●『いのちの教育』をはじめ『いじめを許さない教育』など、
『心の教育』のさらなる推進を図っていく

●『テレビ消し　早寝　早起き　朝ご飯』のスローガンの
もとに、学校・家庭・地域との連携による取り組みで、
昨年度に比べ生活習慣の面では成果が上がっている。今
後も規則正しい生活習慣の定着を図っていく

●学習習慣の面では家庭学習の量が少なく、家庭学習の中
身についても課題があり、実態に応じて指導を工夫して
いく

●『家読』や朝の読書の推進により、読書に親しむ機会を
増やし、読書の習慣を身につけ、『読み』の力を育むとと
もに、家庭だんらんの一助としていく

●『伊万里っ子しぐさ』の活用を広め、思いやりの心をもっ
た心豊かな子供たちの育成を図っていく

平成 22 年度全国学力・学習状況調査結果について
伊万里市教育委員会

  伊万里市の調査結果

 中学校

小　学　校 中　学　校
国　語 算　数 国　語 数　学

A 知識 B 活用 A 知識 B 活用 A 知識 B 活用 A 知識 B 活用
全　国 83.3 77.8 74.2 49.3 75.1 65.3 64.6 43.3

佐賀県 82.0 64.3 72.9 47.9 73.2 51.7 63.4 43.3

伊万里市 ☆ ○ ○ ☆ ○ ◎ ○ ☆ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

子どもたち一人ひとりの力を伸ばすために、この調査結果を十分に生かしていきます

 小学校・中学校共通

 小学校・中学校共通
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秋
祭
り
を
意
味
す
る
『
く
ん

ち
』
は
、
旧
暦
九
月
九く

ん
ち日

の
重

ち
ょ
う

陽よ
う

の
節
供
や
九
月
九
日
、
一
九

日
（
じ
ゅ
う
く
ん
ち
）、
二
九
日

(

に
じ
ゅ
う
く
ん

ち)

の
三
九
日

(

み
く
ん
ち)

か

ら
来
た
呼
称
と

さ
れ
ま
す
。

　
東
山
町
と
山

代
町
は
、
江
戸

時
代
に
『
山
代

郷
』
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。
山
代

郷
で
最
も
社
格

が
高
い
郷
社
と

さ
れ
た
の
は
、
東
山
代
町
里
の

青あ
お

幡は
た

神
社
で
す
。
旧
暦
九
月
九

日
は
、
青
幡
神
社
の
一
年
間
で

最
大
の
祭
礼
で
、『
山
代
く
ん
ち
』

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
新
暦
が
採
用
さ

れ
た
の
で
、
月
遅
れ
の
十
月
九

日
に
な
り
、
近
年
で
は
、
前
後

の
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。現
在
は
、こ
の
日
に
、

東
山
代
町
の
里
・
脇
野
・
大
久
保
・

滝
川
内
・
川
内
野
の
５
地
区
が

交
代
で
、
浮ふ

り
ゅ
う立
を

奉
納

。
今
年
は
、
大
久

保
地
区
が
浮
立
を

奉
納
し
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
山

代
町
の
各
地
区
も

交
代
で
青
幡
神
社

へ
浮
立
を
奉
納
し

て
い
ま
し
た
。
現

在
は
、
十
月
九
日

前
後
の
日
曜
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
氏
神
へ
奉
納
し
て

い
ま
す
。

　
く
ん
ち
に
浮
立
を
奉
納
す
る

の
は
、
豊
作
を
も
た
ら
す
神
を

も
て
な
し
、
参
加
す
る
人
び
と

も
楽
し
む
た
め
で
す
。
村
人
の

連
帯
感
を
養
い
、
稲
刈
り
の
本

格
化
に
備
え
た
の
で
す
。

　

山
代
く
ん
ち

〜 

旧
山
代
郷
の
郷
社
、
青
幡
神
社
の
最
大
の
祭
礼  

〜

　
　
　
伝
統
の
祭
り
や
行
事 

㉑

◆
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
㉓
３
１
８
６
）

伊
万
里
市
男
女
恊
働
参
画
懇
話
会
　
い
ま
り
プ
ラ
ザ

　
　
み
ん
な
で
子
ど
も
を
育
む
社
会
へ

　
今
年
の
男
女
共
同
参
画
週
間

（
６
月
23
日
～
29
日
）
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は
、『
話
そ
う
　
働
こ
う

　
育
て
よ
う
。
い
っ
し
ょ
に
。』
で

し
た
。
こ
の
言
葉
の
中
に

あ
る
『
い
っ
し
ょ
に
』
と

い
う
観
点
か
ら
、
子
育
て
・

教
育
現
場
の
声
を
ひ
ろ
っ

て
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
乳
幼
児
健
診
の
風

景
も
こ
こ
十
年
で
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
母
親
の
参
加
に

加
え
、
夫
婦
で
の
参
加
や
父
親
の

み
の
参
加
が
増
え
る
な
ど
、
多
様

化
し
て
い
ま
す
。
３
歳
児
健
診
時

に
お
い
て
は
、
父
親
の
み
の
参
加

が
増
え
て
き
て
お
り
、
こ
れ
は
母

親
の
職
場
復
帰
の
時
期
と
関
連
が

あ
り
そ
う
で
す
。
健
診
に
参
加
す

る
父
親
か
ら
は
、
日
ご

ろ
の
育
児
へ
の
関
わ
り

が
見
て
取
れ
ま
す
。

　
今
、
子
育
て
を
し
て

い
る
世
代
は
、
共
働
き

の
家
庭
で
育
ち
、
働
く

母
親
の
姿
を
見
て
き
た

人
が
多
い
の
で
、
健
診
の
よ
う
に

女
性
が
多
い
場
へ
出
か
け
る
こ
と

に
対
し
て
も
、
抵
抗
を
感
じ
る
人

が
少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

同
じ
よ
う
に
、
幼
稚
園
・
保
育
園

や
小
・
中
学
校
で
の
行
事
で
も
、

父
親
の
参
加
率
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
全
体
で
、『
み
ん
な

で
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
て
い
こ

う
』
と
い
う
意
識
が
高
ま
っ
て
き

て
お
り
、
地
域
に
お
け
る
『
子
ど

も
見
守
り
隊
』
の
活
躍
も
そ
の
一

つ
で
す
。

　
こ
う
い
う
中
で
育
ま
れ
て
い
る

子
ど
も
達
は
、
男
女
協
働
参
画
社

会
が
め
ざ
す
『
あ
な
た
ら
し
く
私

ら
し
く
生
き
て
い
け
る
社
会
』
の

一
員
と
し
て
、
お
互
い
を
大
切
に

思
う
気
持
ち
が
自
然
と
芽
生
え
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
か
ら

10
年
目
を
迎
え
た
今
、
お
互
い
を

思
い
や
る
気
持
ち
を
『
い
っ
し
ょ

に
』
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
８
月
27
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

同
和
問
題
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
市
が
毎
年
８
月
の

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
の
取
り

組
み
と
し
て
、『
差
別
の
な
い
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
』
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
対
す

る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る

た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
歌
手
で
、
篤と

く

志し

面
接

委
員
・
保
護
司
の
千
葉
紘
子
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、『
心
の
扉
を
開
い

同
和
問
題
講
演
会

て
　
一
人
一
人
の
輝
き
を
見
失
わ

な
い
で
』
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、
千
葉
さ
ん
は
、

少
年
院
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
を
更

生
に
向
け
て
面
接
な
ど
行
う
篤
志

面
接
委
員
と
し
て
の
豊
富
な
経
験

を
も
と
に
、
現
代
の
家
庭
・
家
族

の
在
り
方
や
子
ど
も
た
ち
の
悲
し

み
や
苦
し
み
を
語
り
、
本
来
の
親

子
の
『
愛
情
交
流
』
の
大
切
さ
を
、

会
場
に
つ
め
か
け
た
大
勢
の
来
場

者
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

↑会場にやさしく語りかける
　講師の千葉紘子さん

青幡神社のおまつりに奉納される浮立
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お知らせコーナー
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◎
合
同
芸
能
発
表
会

●

日
　
時
　
11
月
７
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

●

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

入
場
料
　
３
０
０
円

●

内
　
容
　

　
箏そ

う

曲
、
長
唄
、
民
謡
、
大
正
琴
、

吟
詠
、
詩
舞
、
舞
踊
、
器
楽
、

バ
レ
エ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
太
鼓

●

同
時
開
催
の
展
示
や
発
表

▽
菊
花
展
　
11
月
３
日
～

▽
美
術
展
　
11
月
４
日
～

▽
文
学
色
紙
短
冊
展
　
11
月
５
日
～

▽
華
道
展
　
11
月
６
日
～

▽
盆
栽
展
　
11
月
６
日
～

▽
茶
会
　
11
月
７
日

※
い
ず
れ
も
11
月
７
日
ま
で

●

問
合
先
　
　
伊
万
里
市
文
化
連

　
盟
・
橋
口
（
☎
㉓
０
９
３
３
）

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
、
売
買
な
ど
の
取
引
を
し
た
場

合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
よ

り
、
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
、

買
主
が
土
地
の
利
用
目
的
お
よ
び

取
引
価
格
な
ど
を
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
県
で
は
、
そ
の
利
用
目
的
が
公

表
さ
れ
て
い
る
土
地
利
用
に
関
す

る
計
画
に
適
合
し
て
い
る
か
な
ど

を
審
査
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
利

用
目
的
の
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
届
出
を
し
な
か
っ

た
り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
罰

則
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●

届
出
が
必
要
な
面
積

▽
都
市
計
画
区
域５

千
平
方
㍍
以
上

▽
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

１
万
平
方
㍍
以
上

●

届
出
義
務
者
　

　
土
地
の
買
主

●

届
出
の
時
期

　
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内

●

罰
　
則
　
６
か
月
以
下
の
懲
役

　
ま
た
は
100
万
円
以
下
の
罰
金

●

届
出
・
問
合
先
　

▽
佐
賀
県
県
土
づ
く
り
本
部
土
地

　
対
策
課

　（
☎
０
９
５
２
㉕
７
０
３
４
）

▽
企
画
政
策
課
（
☎
㉓
２
１
２
４
）

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

　
解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
、
労

使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
佐
賀
県
労
働
委
員
会
で

は
、
公
正
・
中
立
な
立
場
で
『
あ

っ
せ
ん
』
な
ど
の
制
度
に
よ
り
、

ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す
。
費
用
は
無
料
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時
　
10
月
19
日
（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●

場
　
所
　

　
伊
万
里
総
合
庁
舎

※
相
談
会
場
で
は
、
労
働
委
員
会

　
事
務
局
職
員
が
対
応
し
ま
す

●

問
合
先
　

お
知
ら
せ

チャンネル

　
佐
賀
県
労
働
委
員
会
（
県
庁
新

　
行
政
棟
11
階
）

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
２
４
２
）

●

日
　
時
　
10
月
８
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●

会
　
場
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　

　
金
銭
問
題
、
夫
婦
・
親
子
関
係
、

相
続
・
戸
籍
、
土
地
・
建
物
、

交
通
事
故
、
公
害
な
ど
で
お
困

り
の
人
へ
裁
判
所
の
民
事
・
家

事
調
停
委
員
と
弁
護
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

●

問
合
先
　
伊
万
里
調
停
協
会
（
伊

万
里
簡
易
裁
判
所
内
）

（
☎
㉓
３
３
４
０
）

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。

①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、『ミニ
　うんどうかい』を行います
● 日　時　10 月６日（水）午前 10 時〜正午
● 場　所　南波多公民館
②お誕生会（要申込）
　10 月生まれの乳幼児とその保護者
● 日　時　10 月 20 日（水）
　　　　　午前 11 時 〜11 時 45 分
● 場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　　　　　　（☎㉓５１９７）

10
月
は
土
地
月
間
で
す

巡
回
労
働
相
談
を

実

施

し

ま

す

伊
万
里
市
文
化
祭
を

開

催

し

ま

す

無
料
調
停
相
談
会

↑凜とした舞などを披露



　
㈶
佐
賀
県
高
齢
・
障
害
者
雇
用

　
支
援
協
会

（
☎
０
９
５
２
㉕
２
５
９
７
）

　
伊
万
里
養
護
学
校
の
児
童
・
生

徒
が
ス
テ
ー
ジ
や
展
示
で
の
発

表
、
作
業
学
習
で
作
っ
た
製
品
の

販
売
学
習
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時
　
10
月
17
日
（
日
）

　
午
前
９
時
40
分
～
午
後
２
時
40
分

●

会
　
場
　

　
伊
万
里
養
護
学
校
玄
関
前
駐
車

　
場
お
よ
び
体
育
館
周
辺

●

問
合
先
　
伊
万
里
養
護
学
校

（
☎
㉓
８
５
５
４
）
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市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
推

進
す
る
た
め
、
レ
ジ
袋
の
削
減
な

ど
に
取
り
組
む
『
九
州
統
一
マ
イ

バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施

し
て
お
り
、
10
月
は
、
そ
の
強
化

月
間
で
す
。

　
買
い
物
時
に
は
、
レ
ジ
袋
の
受

け
取
り
を
極
力
避
け
、
家
庭
内
に

あ
る
買
い
物
袋(

マ
イ
バ
ッ
グ
）

を
持
参
す
る
こ
と
で
、
レ
ジ
袋
の

削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）

　
国
土
交
通
省
で
は
、
自
動
車
の

利
用
実
態
を
把
握
し
、
将
来
の
交

通
計
画
を
立
て
る
た
め
の
基
礎
資

料
を
得
る
目
的
で
、
全
国
一
斉
に

『
道
路
セ
ン
サ
ス
』（
全
国
道
路
・
街

路
交
通
情
勢
調
査
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
調
査
に
関
す
る
情
報

をh
ttp://w

w
w
.m

lit.go.jp/road/

h
2
2
cen

su
s

に
て
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
国
土
交
通
省
　
佐
賀

　
国
道
事
務
所
調
査
課

（
☎
０
９
５
２
㉜
１
１
５
１
）

　
里
親
制
度
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
親
の
愛
情
を
受
け
る

こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
に
、
親
に

代
わ
る
家
庭
環
境
と
愛
情
を
提
供

し
、
子
ど
も
の
安
心
感
・
愛
情
関

係
の
形
成
や
心
身
の
健
や
か
な
発

達
を
め
ざ
す
制
度
で
す
。

　
里
親
に
な
る
た
め
の
条
件
と
し

て
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
子
ど
も
を
愛
情
を
持
っ
て

家
庭
的
な
雰
囲
気
で
あ
た
た
か
く

育
て
て
い
た
だ
け
る
『
普
通
の
家

庭
』
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
合
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
　
佐
賀
県
中
央
児
童

　
相
談
所
（
佐
賀
県
総
合
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
）

（
☎
０
９
５
２
㉖
１
２
１
２
）

　
高
年
齢
者
の
雇
用
の
促
進
に
取

り
組
む
事
業
主
の
皆
さ
ん
を
応
援

す
る
『
中
小
企
業
定
年
引
上
げ
等

奨
励
金
』
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
事
業
主
（
雇
用
保
険
の
被
保
険

者
数
が
３
０
０
人
以
下
の
事
業

主
）
が
就
業
規
則
な
ど
に
よ
り
、

次
の
い
ず
れ
か
を
実
施
し
、
６
か

月
以
上
を
経
過
し
た
場
合
に
、
事

業
主
に
対
し
、
導
入
し
た
制
度
に

応
じ
て
最
高
１
６
０
万
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

▽
65
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
上
げ

▽
定
年
の
定
め
の
廃
止

▽
希
望
者
全
員
を
対
象
と
す
る
70

歳
以
上
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度

の
導
入

▽
65
歳
前
に
契
約
期
間
が
切
れ
な

い
希
望
者
全
員
を
対
象
と
す
る

継
続
雇
用
制
度
の
導
入

●

申
込
・
問
合
先

定

年

引

上

げ

等

奨

励

金

道
路
セ
ン
サ
ス
に

ご

協

力

を

開設します！
地上デジタル放送『相談窓口』

　地デジ県民サポートセンターでは、地
上デジタルテレビ放送への円滑な移行を
推進するため相
談窓口を開設し
ます。地デジに
ついて不明な点
がある人は、ぜ
ひこの機会にお
越しください。

●期　日　10 月 12 日（火）〜 13 日（水）

●場　所　伊万里市役所１階市民ロビー

●内　容　地デジに関する相談全般

●相談料　無　料

●問合先　地デジ県民サポートセンター

　　　　　（☎０９５２㉓２２２３）

● 日　時　10 月 19 日（火）午後７時〜
● 場　所　市民センター・文化ホール
● 内　容　事業の概要および進

し ん

捗
ちょく

状況、医師
　　　　　確保の取り組みなど
● 問合先　市民病院事務局（ 　☎㉓４１２１）

早く気づいて  そして  逃げる  ついてますか住宅用火災警報器（設置義務化  平成 22 年６月１日〜）

伊
万
里
養
護
学
校

第
32
回
は
っ
て
ん
祭

里

親

制

度

マ
イ
バ
ッ
グ
で
レ
ジ
袋

を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　伊万里・有田地区統合病院（仮称）整備事
業についての住民説明会を開催します。

新病院の住民説明会を開催



●

主
催
・
問
合
先
　
大
坪
塾
（
大
坪

公
民
館
）（
　 

☎
㉓
９
８
９
８
）

●

日
　
時
　
11
月
７
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
～

●

会
　
場
　
大
川
運
動
広
場

●

内
　
容

▽
第
８
回
佐
賀
県
玉
入
選
手
権
大
会

※
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

▽
第
10
回
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
大
会

※
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

▽
大
川
町
ふ
る
さ
と
祭
り
、
グ
ラ
ウ

　
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
バ
ー
ベ
キ

　
ュ
ー
、
バ
ザ
ー
、
抽
選
会
な
ど

●

申
込
・
問
合
先
　
大
川
公
民
館

（
　
☎
㉙
２
０
０
１
）

　
東
山
代
町
の
長
浜
干
拓
で
行
っ

て
い
る
『
ツ
ル
越
冬
事
業
』
の
業

務
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●

業
務
内
容
　

　
長
浜
干
拓
に
あ
る
監
視
小
屋
を

中
心
に
、
ツ
ル
の
監
視
、
給

き
ゅ
う

餌じ

、

見
学
者
に
対
す
る
説
明
、
器
具

の
設
置
、
電
話
応
対
、
立
入
禁

止
区
域
へ
の
侵
入
者
に
対
す
る

●

９
歳
以
上
13
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

▽
第
１
期
の
接
種
方
法

　
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
第

１
期
の
接
種
回
数
が
、
初
め
て

の
場
合
は
６
日
か
ら
28
日
ま
で

の
間
隔
を
お
い
て
２
回
、
お
お

む
ね
１
年
後
に
１
回
、
１
回
の

場
合
は
６
日
以
上
の
間
隔
を
あ

け
て
２
回
、
２
回
の
場
合
は
１

回
を
特
例
措
置
と
し
て
接
種

▽
第
２
期
の
接
種
方
法

　
１
回
（
今
ま
で
に
第
２
期
を
受

　
け
た
も
の
を
除
く
）

●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課

（
☎
㉒
３
９
１
６
）

　
呉く

れ

恵け
い

珠じ
ゅ

氏
を
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
お

迎
え
し
、『
金
子
み
す
ゞ
～
星
と
た

ん
ぽ
ぽ
～
』
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
し

ま
す
。

●

日
　
時
　
10
月
11
日
（
金
）

　
　
　
午
後
６
時
30
分
　
開
　
場

　
　
　
午
後
７
時
　
　
　
開
　
演

●

会
　
場
　
前
田
家
住
宅
（
税
務

　
署
前
）
※
駐
車
場
有
り

●

入
場
料
　
２
０
０
０
円

●

内
　
容
　

▽
ピ
ア
ノ
伴
奏
　
呉
　
恵
珠
　
氏

▽
歌
　
　
　
和
嶋
　
静
代
　
氏

●

定
　
員
　
80
人

●

入
場
券
　
大
坪
公
民
館
で
10
月

　
１
日
（
金
）
か
ら
販
売
し
ま
す

182010.10

チャンネル

お知らせコーナー
チャンネル

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

●

日
　
時
　
10
月
17
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

●

会
　
場
　
ほ
ほ
え
み
館（
佐
賀
市
）

●

内
　
容
　

　
講
演
お
よ
び
セ
ル
フ
ケ
ア
講
習

●

申
込
方
法
　
10
月
14
日
（
木
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
で
左
記
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先
　

　
〒
８
４
３
　
０
０
２
４

　
武
雄
市
武
雄
町
大
字
富
岡

１
０
１
６
４
番
地
３

　
リ
ン
パ
浮
腫
を
学
ぶ
会
事
務
局

（
☎
０
９
５
４
㉓
５
６
８
０
）

　
市
で
は
、
現
在
、
日
本
脳
炎
予

防
接
種
に
つ
い
て
積
極
的
な
勧
奨

は
差
し
控
え
て
い
ま
す
が
、
接
種

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
よ

う
な
接
種
方
法
で
定
期
の
予
防
接

種
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●

３
歳
以
上
７
歳
６
か
月
未
満
の

　
お
子
さ
ん

▽
第
１
期
の
接
種
方
法

　
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
第

１
期
の
接
種
回
数
が
、
１
回
の
場

合
は
６
日
以
上
の
間
隔
を
あ
け

て
２
回
、
２
回
の
場
合
は
１
回

ぼ
し
ゅ
う

ツ
ル
監
視
ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア

の

募

集

第
４
回
前
田
家
住
宅

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

や
っ
て
み
ゅ
〜
だ

２
０
１
０
in
大
川
町

リ
ン
パ
浮
腫
講
習
会

注
意
な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す

※
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加

入
し
ま
す

●

業
務
日
時
　
11
月
１
日(

月
）
～

平
成
23
年
２
月
28
日(

月
）

　
午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
こ
の

う
ち
４
時
間
以
上
）

※
都
合
が
良
い
日
時
を
確
認
の
う

え
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
編
成

し
ま
す

●

日
　
当
　
交
通
費
お
よ
び
昼
食

代
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
回

に
つ
き
２
０
０
０
円
を
支
給
し

ま
す

●

申
込
期
限
　
10
月
29
日(

金
）

※
期
限
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す

●

申
込
方
法

　
電
話
で
申
し
込
み
ま
た
は
農
山

漁
村
整
備
課
お
よ
び
各
町
公
民

館
に
備
え
付
け
の
登
録
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
登
録
用
紙
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す

◆
『
ツ
ル
の
餌
』
の
提
供
に
つ
い
て

　
く
ず
米
、
麦
な
ど
の
『
ツ
ル
の

餌
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
人
は
、
問

合
先
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す

●

申
込
・
問
合
先
　

　
農
山
漁
村
整
備
課

（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

日

本

脳

炎

定

期

予

防

接

種
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19 2010.10 広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策

地産地消、旬の食材を
　地産地消とは、『地元で生産されたものを地元で消費すること』
です。同じ食材でも、産地から消費地までの距離で、輸送や保存に
使われるエネルギーには大きな差があります。地元の食材を購入す
ることで、そのエネルギーを削減することができます。
　また、旬ではない食材は、旬の食材に比べて生産に多くのエネル
ギーを消費します。買い物をするときは、旬や産地も気にしてみま
しょう。

10 月 の 行 事

28 日（木）午前９時 30 分開演
　横峯吉文先生講演会
17 日（日）午前 10 時～午後３時
　第６回ボランティア祭り～ふれあい広場～

☆ 10 月 11 日（月）～ 20 日（水）
　特別整理のため休館します。
　　この期間中は資料の貸出や予約など、ま
　た資料に関する問い合わせには対応できま
　せん。
☆市民図書館 15 周年記念事業
● 日　時　10 月 24 日（日）
　　　　　午後０時 15 分～３時
● 会　場　市民図書館ホール
　第 1 部　記念式典　  
　『こども読書のまち』宣言、フォトコンテス
　ト表彰式、子ども司書養成講座体験発表
　第２部　記念講演会　
　講　師　柳田邦男さん（ノンフィクショ　
　　　　　ン作家）
★おはなし０１２（のぼりがまのおへや）
　毎週木曜日（１日２回）
　午前 11 時～・午前 11 時 30 分～
★おはなし会（のぼりがまのおへや）
　毎週土曜日
　午後２時 30 分～３時
※すべて入場料無料
★ 10 月の休館日
　４日、11 ～ 20 日（特別整理日）、25 日

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

■ 参考 : ㈶省エネルギーセンターホームページ　http：//www.eccj.or.jp/

10 月 の 市 民 相 談

　13 日・27 日（弁護士）

 ７日・11月４日（司法書士）

　６日・21 日（公証人）

　５日・19 日

　※午前 10 時〜午後４時

　15 日 ※ 午前９時〜正午

　※午前 9 時〜午後４時

法 律 相 談
司 法 書 士 相 談
暮 ら し の 知 恵 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談
行 政 相 談
家 計 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼

第２･ ４�
第  １   �
第  ３   �
第１･ ３�
毎週月～金

第  ３   �
毎  週   �

●年金相談（予約制） 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎週金曜日 午前９時 30 分〜午後３時
　予約電話番号 ☎０９５５ー７２ー５１６１
●身障者相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎月第４月曜日 午前 10 時〜午後３時
●心の健康相談 会場：福祉課社会福祉係
　毎週月〜金曜日（水曜日除く） 午前９時〜午後３時 30 分

　アナログ放送は、2011 年 7 月 24 日に終了しますが、アナログ
放送が延長できる工事はありません。また、テレビ受信機やアンテナ、
電波などの諸条件により、地デジ対応のため工事が必要か否か、ど
のような工事が必要かは一概には言えません。見ず知らずの業者が
いきなり訪問し、契約を急がすような場合は、一人だけで判断せず、
本当に必要かどうか家族や信頼できる人に相談しましょう。

■会　場：市役所１階市民相談コーナー
■時　間：午前 10 時～午後３時　無料・秘密厳守
■問合先：情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３６）

地上デジタル放送に便乗した悪質商法にあわないために

一人で悩まず
ご相談ください

（ファイナンシャルプランナー相談）

※①・②・③・⑦は予約が必要です

■問合先
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）
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地域が元気！

ら

か

室

集

編人のうごき
平成 22 年 9 月１日現在
●人口　58,044 人　　（ー 17）
　　男　27,787 人　　（ー    9）
　　女　30,257 人　　（ー    8）
●世帯　21,998 世帯    （＋  18）

（　）は前月比

広報　　　　　 2010-10
■発行日／平成 22 年 10 月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
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聞
い
て
い
て
気
分
が
悪
く
な
る
よ
う
な
言

葉
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

今
、
自
分
が
話
し
て

い
る
言
葉
を
も
う
一
度
見
直
し
て
、
聞
い
て

い
て
も
話
し
て
い
て
も
気
持
ち
が
良
く
な
る

よ
う
な
言
葉
を
使
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

伊
万
里
っ
子
し
ぐ
さ

そ
の
言
葉

　
　
聞
い
て 

話
し
て

　
　
　
　
気
持
ち
が
い
い
ね

　『
伊
万
里
牛
喰
う
て
お
ら
ぼ
う
in
大
平
山
』

の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
絶
叫
大
会
で

は
、
多
く
の
人
に
「
伊
万
里
牛
お
い
し
か
っ

た
ぁ
！
」
と
叫
ん
で
い
た
だ
き
、
非
常
に
嬉

し
く
感
じ
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
伊
万
里
牛
は

最
高
で
す
よ
ね
。
こ
の
日
は
、
牛
肉
の
焼
け

る
香
ば
し
い
匂
い
が
会
場
中
に
広
が
り
、
私

の
胃
を
常
に
刺
激
。「
一
切
れ
食
べ
さ
せ
て
く

れ
～
」と
思
わ
ず
絶
叫
し
そ
う
で
し
た
。（
山
）

解
　
説

今
月
の

最優秀賞最優秀賞

『小鳥のレストラン』

優 秀 賞

『ヘリコプター』

優 秀 賞

フリー部門

　夏休みを利用して子どもたちに木に親しんでもらおうと、市内の小学
生を対象に『夏休みピノキオ木工芸作品コンクール』が開かれました。テー
マ部門とフリー部門合わせて過去最多の 153点の応募の中から、部門ご
とに最優秀賞、優秀賞が選ばれ、８月31日に市役所で表彰式がありました。
　表彰式で塚部市長は「工夫を凝らしてあり、木の温もりを感じるよう
な力作ばかりでした。発想が良く、見る人に感動を与えました」と受賞
を祝いました。

↑
表
彰
式
の
後
、
塚
部
市
長
ら

と
記
念
撮
影
す
る
受
賞
者

野村 汐
し お ね

音 さん
( 大川内小４年 )

岡本 輝
あきら

 さん
( 伊万里小３年 )

岩永 美
み う

雨 さん
( 大坪小３年 )

長濱 百合子 さん
( 二里小５年 )

『ポストだゾウ』
木
の
温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
力
作
ぞ
ろ
い

夏
休
み
ピ
ノ
キ
オ
木
工
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

小鳥が好きなので
作りました。たく
さんの野鳥が遊び
に来てくれるよう
に庭に飾ります。

これまでで最多の153点が応募！

鼻と耳を作るところが難し
かったです。横を向いた目玉が
気に入っています。

切り抜いたハートがかわいらしくで
きました。家で使いたいと思います。

かっこよくて大好きなヘ
リコプターを作りました。
プロペラを回るように作
るのが難しかったです。

テーマ部門（動物）

※
写
真
は
作
品
の
一
部
で
す
。
実
際
の
大
き
さ
は
、

集
合
写
真
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

『お母さん見てね」
（プリント入れ）


